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第１決算審査特別委員会（第３日目） 1 

H29.9.14 (木)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会  ９：５７ 4 

委 員 長 おはようございます。皆さんおそろいのようですので、若干早いのですが、始 5 

めたいと思います。 6 

 委員動静報告 7 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 8 

 これより本日の会議を開きます。 9 

 教育費 10 

委 員 長 教育費の説明を求めます。 11 

田中部長 （教育費について説明する。） 12 

委 員 長 説明が終わりました。 13 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 14 

木  下 189ページ、10款教育費、５項学校給食費の学校給食費、学校給食の実施に要し 15 

た経費の備考欄、準要保護児童生徒給食費援助費2,839万3,562円については、 16 

大体生徒数の約２割程度だと思われますが、過去３カ年の動向を見て今後の傾 17 

向はどのようなことをお考えになっていますか。 18 

井上主事 学校給食の実施に要した経費のうち準要保護児童生徒給食費対象人員609人につ 19 

いて全児童生徒数の何パーセントになるかというご質疑でありますが、平成28 20 

年５月１日現在の児童生徒数2,841名から609人を割り返しまして21.4パーセン 21 

トとなっております。また、過去３カ年から見ての認定率の増減ということで 22 

ありますが、平成26年に関しましては21.5パーセント、平成27年に関しまして 23 

は21.0パーセント、平成28年に関しましては21.4パーセントということでほぼ 24 

横ばいで推移しております。 25 

委 員 長 今後の傾向についてまだ答弁していないと思うのですが。 26 

高橋係長 今後の傾向につきまして決定的な読み方というか、私もこうだと言えるものは 27 

ないのですけれども、最近の傾向が横ばいできておりまして、恐らく20パーセ 28 

ント台で推移していくのではないかと見込んでおります。 29 

委 員 長 他に質疑ございますか。 30 

本  間 197ページ、図書館費について、数字的に教えてほしいというところがまず職員 31 

費の中の職員と嘱託職員のそれぞれの金額について教えていただきたいという 32 

ことと、それから賃金について、これは臨時職員だと思うのですけれども、こ 33 

れは何名分なのかということをまずお聞かせをいただきたいと思います。それ 34 

から、嘱託職員は、これは皆さん司書なのかということについても教えていた 35 

だきたいと思います。 36 

委 員 長 答弁に時間を要しますので、次の質疑に移ります。質疑ありますか。 37 

三  上 まず、就学援助の全体的な関係で伺いたいと思います。就学援助については、 38 

前出し式を検討されていると思います。それで、28年度については、最近は子 39 

供の貧困とかよく言われますけれども、その傾向としてどのようなものがある 40 

のかということを伺いたいと思います。 41 

 それと、２点目は、テニスコートの関係です。202ページ、体育施設費、テニス 42 

コートの整備というのが多分手をつけられていないのだろうと思います。どの 43 

ぐらい整備に費やしたかを伺いたいと思います。 44 
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 ３点目、203ページ、オリンピック、パラリンピックの合宿誘致です。事務概要 45 

には経過説明が載っておりますけれども、その実現の可能性について伺いたい 46 

と思います。 47 

高橋係長 ただいまの１点目の就学援助に関する28年度の傾向ということでございますが、 48 

滝川市の傾向ですが、対象となる児童生徒数が年々動いておりますけれども、 49 

学用品費等の推移については平成26年度が2,430万円ぐらい、そして、全体とし 50 

て、ほぼ横ばい傾向でございます。年によっては100万円、200万円の差が出て 51 

おりますけれども、横ばい傾向にあるということでございます。 52 

石黒係長 まず、テニスコートの関係でございますけれども、テニスコートにこれまでに 53 

費やした経費等でございますが、小さいものと大きいもの含めまして、28年度 54 

整備については、予算化しておりません。ただ、28年度につきましては、後の 55 

次年度以降の改修計画等を取りまとめている状況でございます。 56 

 続きまして、オリンピック、パラリンピック合宿誘致の関係でございますが、 57 

昨年末にイギリスのパラカヌーチームに滝川のＰＲ、合宿誘致のご案内をして 58 

いるところでございます。滝川の施設関係、またロケーションの関係資料等を 59 

英訳にしまして文書及びＤＶＤ、画像等を含めてコンタクトをとっているとこ 60 

ろでございますが、現在のところ返答が返ってきておりませんので、今後の見 61 

込みについては今まだ何とも言えない状況でございます。 62 

三  上 それでは、テニスコートの関係なのですが、事務概要を見ると延べ利用者人数 63 

が１万人超えているのです。その中で私も何度か質問させていただきましたけ 64 

れども、子供たちがコートがひどいということで早くやってほしいのだと話し 65 

しておりましたけれども、全く手がつけられていないという状況でどのように 66 

お考えでしょうか。 67 

田中部長 テニスコートの関係、これまでもご質問いただいております。我々も必要な部 68 

分だと思っております。大規模改修が必要だと思っております。その辺は、こ 69 

れまでもご答弁申し上げておりますけれども、ただ滝川市の財政状況を見ると 70 

一気にできないということで、29年度は市営球場をやっておりますから、先ほ 71 

ど答弁しましたけれども、いつどの年度で大規模をやれるかというのはまだい 72 

つと言える状況ではありませんけれども、今後政策協議等で議論していきたい 73 

という状況でございます。 74 

委 員 長 それでは、先ほどの本間委員の質疑に対する答弁求めます。 75 

木村館長 本間委員からの質疑に答弁をさせていただきます。 76 

 それで、１点確認させていただきたいのですけれども、職員費の職員と嘱託職 77 

員の金額の内訳ということになりますか。そうしますと、私どもその資料、職 78 

員費になりますので、手元に持っておりませんので、時間いただいてもよろし 79 

いでしょうか。 80 

 それで、あと嘱託職員の５名につきましては、全員司書の資格を有してござい 81 

ます。 82 

 それから、臨時職員につきましては４名おりまして、そのうち１名、これが４ 83 

時間勤務ということになっておりまして、残る３名がフルタイムの勤務という 84 

形になってございます。 85 

本  間 時間を要するのであれば、趣旨はそれを絶対知らなければならないということ 86 

ではないので、次の質疑に移らせていただきます。 87 

 事務概要と、それからいろんな評判なども聞いても大変充実した図書館の運営 88 
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がされているということと、大変そこは評価したいなと思っています。そうし 89 

た上での話ですので、誤解をしないでいただきたいのですけれども、今高齢化 90 

が進んでくる中で図書館の利用度というのは全国的に随分上がってきていると 91 

いう状況になっているようでございます。その中で正職員４人、嘱託職員５人、 92 

それから臨時職員４人ということで、実は正職員と非正規職員の人数が逆転し 93 

ている状態と言えるのだろうなと思って、ただ絶対に職員だけでなければなら 94 

ないということは当然ありませんけれども、やはりいろんな問題点の縮図にな 95 

っているのかもしれない。要するに司書でありながら嘱託職員になってしまっ 96 

ていて、ある程度の賃金しかいただけないというのが全国的ないわゆる公立図 97 

書館の問題にこれからもさらになってくるということがよく言われていると思 98 

います。それで、まずそうしたことの問題点についてどのように考えたことが 99 

あるのかということと、私が思うのには例えば指定管理とか、そうしたところ 100 

にやはり一歩踏み込んでいくというのが１つ大事な選択なのではないかと。多 101 

分これから利用度が上がれば上がるほどそうした非正規の職員の数がふえてい 102 

くということにはなるのだろうなと思いますが、28年度にどのようなお考えを 103 

されたのかお聞かせいただきたいと思います。 104 

委 員 長 本間委員、今の質疑の前に職員費の内訳については要らないということでよろ 105 

しいですか。 106 

本  間 はい。 107 

委 員 長 それでは、そのようにいたします。 108 

田中部長 今のご質疑は、指定管理ということだと思います。まず、非正規職員がふえて 109 

いるというところは、図書館に限らず滝川市は財政健全化計画の中で人件費削 110 

減、その中で全体的にやはり非正規の割合がふえているのかなという感じがし 111 

ます。これは滝川市のみならず全国的にそうなのかもしれません。図書館につ 112 

いてでございますけれども、平成27年に指定管理ということで検討させていた 113 

だきまして、見積もりをとったことが実はございます。その際に現状よりも2,000 114 

万円を超える額で高上がりになるということがわかりまして、その段階では断 115 

念をしております。ただ、我々も今のままがいいということではございません。 116 

今、文部科学省のほうから図書館の望ましい基準というのがありまして、図書 117 

館なのですけれども、単に本を貸し出しするとか、静かに本を読むというばか 118 

りの機能ではなくて、最近では情報サービスですとか、地域の課題に対応した 119 

サービス、あるいは多様な学習機会の提供ということでさまざまな機能を持た 120 

せるということになってございます。そんな中で司書を持った専門職、これは 121 

嘱託として採用しておりますけれども、直営というのがベストではない、それ 122 

がベターなのかどうかというのはありますけれども、我々もやはり民間活用と 123 

いうのは大いに期待をするところでございますし、市内企業でそういうところ 124 

がもしあればということは、引き続き検討しなければならぬということで、28 125 

年度特段の動きはありませんけれども、内部では他市の事例などは研究をして 126 

いるところでございます。本間委員のご指摘のような視点は持っているという 127 

ことです。 128 

委 員 長 他に質疑ございますか。 129 

荒  木 １点目は、事務概要の174ページ、６、長期欠席児童生徒状況で、これを見れば 130 

各校の状況はわかるのですけれども、この子供たちのその後、多分何人かは適 131 

応指導教室に通ったりしているのだと思うのですが、そのてんまつというか、 132 
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結果をお聞きします。 133 

 それと、適正配置計画の10年の平成28年度は５年の見直しの初年度だと思うの 134 

ですけれども、その平成28年度の適配の中での動きを教えてください。 135 

委 員 長 今の荒木委員の質疑なのですが、平成28年度の今決算の審査ということで適正 136 

配置というのはどう決算に絡んでくるのかをお聞きしたいのですが。 137 

荒  木 委員長の判断でそれは取り下げろというのであれば取り下げますが、特徴的な 138 

平成28年度の適正配置にかかわる部分をお聞きしたいということで質疑してい 139 

ますので、判断に委ねます。 140 

委 員 長 平成28年、今の適正配置については、私の判断で一般質問等で確認をしていた 141 

だきたいと思います。 142 

 １点目の長期欠席児童生徒の件について答弁求めます。 143 

堤 主 査 適応指導教室利用のお子さんのてんまつにつきまして説明させていただきます。 144 

 平成28年度適応指導教室に通ったお子さんは、８名いらっしゃいました。いず 145 

れも中学生でございます。内訳としましては、中学２年生が２名、中学３年生 146 

が６名となってございます。こちらは８名ですが、５月の段階で１名利用中止 147 

ということで学校復帰いたしました。こちらのお子さんにつきましては、教室 148 

に入ることはやはりできなかったのですけれども、毎日学校の相談室に登校し 149 

まして教科担任や学びサポーターが学習指導をするというような形で登校を実 150 

現しました。また、行事やテストなどのとき、また学びサポーターなど先生の 151 

補助がいるときに不定期登校としまして３名登校につながるようなお子さんが 152 

いらっしゃいました。そのときに教室に不定期登校できた生徒が１名、相談室 153 

等の別室登校の生徒が２名というような形になっております。これらの生徒は、 154 

いずれも３年生の生徒でした。 155 

 なお、３年生の６名の進路につきましては、高等学校に進学した生徒が５名、 156 

就職した生徒が１名という内訳になってございます。 157 

荒  木 この関係で１回目に質疑するのを忘れたのですけれども、不登校の個別の中で 158 

江部乙中学校の２年というのが生徒の割合としては私は大きいような気がする 159 

ので、たまたまだとは思うのですけれども、中身を教えてください。 160 

堤 主 査 ただいまの江部乙中学校の不登校の生徒の実情についてでございますが、いず 161 

れも同じ学年のお子さんでございました。そのうち１名は、ＳＮＳで友達とや 162 

りとりする中でちょっと人間関係に行き違いがあり、顔を合わせづらくなった 163 

というところから足が学校から遠のいてきたと、そうするうちに生活リズムが 164 

少し乱れまして昼夜逆転のような生活になり、ちょっと学校に行くことが難し 165 

くなったというお子さんが１名、もう一名につきましては転校してきたお子さ 166 

んなのですけれども、転校前の学校でも不登校の状況であったというようなお 167 

子さんでございました。学校のほうは、それぞれ家庭訪問したりですとかスク 168 

ールカウンセラーとの面談等々により一日でも多く、また１時間、２時間でも 169 

わずかな時間でも学校に来れるような取り組みを28年度進めたというような形 170 

になってございます。 171 

委 員 長 他に質疑ございますか。 172 

山  本 181ページの備考欄に書いてあります学力向上に要した経費ということで、この 173 

支出の性格についてお伺いいたします。この経費については、滝川市内の子供 174 

たちの全体の学力を上げるためにほぼ使われたのか、もしくは今一般的に騒が 175 

れております低学歴が将来の貧困を生むという、いろんな世間一般に言われて 176 
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おりますけれども、それの対策に少しは使われていたのかどうか、その辺だけ 177 

確認だけさせてください。 178 

寺嶋課長補佐 こちらの学力向上に要した経費につきましては、主に学習意欲向上事業支援コ 179 

ーディネーターの報酬がメーンとなっております。こちらの事業につきまして 180 

は、小学生を対象に家庭学習の習慣化が主な目的となっております。それで、 181 

家庭学習を定着化させるためにコーディネーターが支援を行ったという報酬が 182 

主なことになっております。 183 

山  本 成果というのは出ているのでしょうか。 184 

堤 主 査 ただいまのご質疑なのですけれども、平成27年度から滝川第二小学校をモデル 185 

校として放課後学習を通しながら学習意欲を向上させるという取り組みを進め 186 

ているところでございます。成果としましては、参加している児童、また保護 187 

者へのアンケートからどのような形で学習意欲が高まったかというような形で 188 

検証をしております。具体的な項目としましては、勉強に興味を持ち、好きに 189 

なってきているというような児童の回答につきましては、平成28年度は平成27 190 

年度よりも10パーセントの肯定的回答がふえてございます。また、子供につい 191 

ても別の質問で勉強がわかるようになってきたと感じるかという質問について 192 

も７パーセントの肯定的な回答、保護者につきましてはお子さんが勉強をわか 193 

るようになってきていると感じますかという質問について肯定的な回答が７パ 194 

ーセントふえるというような結果が出ております。また、利用した児童ですけ 195 

れども、平成27年度が62人の利用だったことに対しまして平成28年度は72人と 196 

利用人数もふえているというような形になってございます。 197 

委 員 長 他に質疑ございますか。 198 

副委員長 179ページ、10款１項３目教育振興費の備考欄、教職員住宅の維持管理に要した 199 

経費ということで平成26年決算では118万円で、同じく27年度は93万円と、今回 200 

の決算では81万9,520円と減少しているのですけれども、こちらの理由をお伺い 201 

いたします。 202 

 続いて、181ページ、10款１項３目の備考欄の心の教育推進に要した経費という 203 

ことでスクールカウンセラーのことでちょっとお尋ねしたいと思いまして、恐 204 

らく北海道教育委員会からの派遣と理解してよいのか。何名来ているか。とな 205 

ると、本市に訪問するのは年間何日ぐらいあるのかということと、それぞれの 206 

学校に１回当たり何時間ほど滞在するのかということ。 207 

 続いて、185ページ、10款３項１目、備考欄のその他中学校教育の実施及び管理 208 

に要した経費ということで内訳の江部乙中学校は、たしか元道立高校というこ 209 

とでほかの学校と違って暖房の設備が違うということを知っているのですけれ 210 

ども、こちらでボイラー管理費など委託料というものが発生していますが、こ 211 

ちらの委託料の中に燃料費が含まれているのか、それとも燃料費という形で上 212 

げられているのかお尋ねします。 213 

 続いて、187ページ、10款４項１目、その他高等学校教育の実施及び管理に要し 214 

た経費ということで校舎警備業務委託料ですが、昨年度は233万6,040円、平成 215 

28年度は238万4,640円ということですけれども、こちらは労務単価が上がった 216 

からと理解してよろしいでしょうか。それと、警備業務の人数が何名体制で行 217 

われているのかお尋ねいたします。 218 

 続いて、193ページ、10款６項１目、文化財に要した経費ということで平成27 219 

年度が120万円、平成28年度が103万379円とありますけれども、こちらの内訳を 220 
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お伺いいたします。 221 

高橋係長 まず、１点目の教職員住宅の維持管理に要した経費の減少の理由についてでご 222 

ざいます。教職員住宅の売却等々が進んでおりまして、年々管理戸数が減少傾 223 

向にあります。これに伴いまして施設に係る修繕料、これが減少傾向にあるこ 224 

とから、徐々に減少しているのが主な要因となっております。 225 

 江部乙中学校のボイラー管理委託費なのですけれども、こちらの中には燃料費 226 

は含まれてございません。燃料費は、別のほうで計上しております。 227 

山本係長 心の教育推進に要した経費のスクールカウンセラーの報酬の関係でございます 228 

が、こちらに記載されていますスクールカウンセラー報酬につきましては小学 229 

校に派遣しております市単独で雇用しておりました嘱託職員に係る費用となっ 230 

てございます。道教委から派遣されておりますスクールカウンセラーにつきま 231 

しては、中学校に派遣されてございまして、28年度につきましては３名のスク 232 

ールカウンセラーがそれぞれの中学校に派遣されていたところでございます。 233 

派遣回数等につきましては、学校規模、生徒数に応じて異なるところでござい 234 

ますが、おおむね月三、四回程度、１回当たりの滞在時間につきましては３時 235 

間となっております。ただし、対応ケースがある場合につきましては、当然滞 236 

在時間も長くなるということでございます。 237 

茂野主査 校舎警備委託料につきまして27年度より28年度が高くなっているということで 238 

労務単価が上がったからと解してよいかというご指摘ございますが、おっしゃ 239 

るとおりでございます。 240 

 また、警備業務の人員は何名体制かというご質疑でございますが、１名体制で 241 

ございます。 242 

小山館長 文化財に要した経費の28年度の内訳ということでございます。内訳は、文化財 243 

保護審議会委員の報酬として報償費が１万4,500円、それに伴います費用弁償と 244 

して旅費が1,540円となっております。あと、消耗品で4,594円、あと華月館、 245 

市民会館などの電気料といたしまして光熱水費が５万8,550円、あと華月館でガ 246 

ラスの入れかえをしました修繕料、こちらが3,456円となっております。さらに、 247 

華月館の警報システムの電話料といたしまして５万4,101円となっております。 248 

あと、委託料といたしまして、華月館の機械警備ですとか華月館の草刈り、雪 249 

おろし、あと冬囲いなどの委託料といたしまして54万6,475円となっております。 250 

あと、使用料及び賃借料といたしまして、華月館の駐車場の土地の賃借料とい 251 

たしまして33万6,240円、あと原材料費といたしまして華月館の修理用に材木を 252 

使いました。その製材用といたしまして原材料費が１万923円、合計が103万379 253 

円となっております。ちなみに、27年度と比べまして約17万円ほど減となって 254 

おりますけれども、主な理由といたしましては平成27年度屯田兵屋の修繕工事 255 

を実施しておりまして、その分の工事請負費の約14万円が減となっているとこ 256 

ろでございます。 257 

委 員 長 他に質疑ございますか。 258 

（なしの声あり） 259 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 260 

（異議なしの声あり） 261 

委 員 長 そのように決定いたします。 262 

 以上で教育費の質疑を終結いたします。 263 

 ここでお諮りいたします。午前の日程が全て終了いたしましたので、午後の日 264 
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程を一部繰り上げて行いたいと思います。よろしいでしょうか。 265 

（異議なしの声あり） 266 

委 員 長 それでは、異議がないようですので、午後の日程を繰り上げて行います。 267 

 所管の入れかえのため、ここで休憩をとります。次の再開は10時55分とします。 268 

休憩に入ります。 269 

休  憩 １０：４０ 270 

再  開 １０：５５ 271 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 272 

 先ほどの本間委員の図書館職員に対する質疑に対して答弁の訂正がありますの 273 

で、発言を認めます。 274 

木村館長 先ほど本間委員への答弁の中で臨時職員４名のうち１名４時間、そして残り３ 275 

名フルタイムと答弁をさせていただきましたけれども、残り３名につきまして 276 

は７時間勤務と訂正をさせていただきたいと思います。申しわけございません。 277 

よろしくお願いいたします。 278 

 歳入 279 

委 員 長 それでは、歳入の説明を求めます。 280 

中島部長 （歳入について説明する。） 281 

委 員 長 説明が終わりました。 282 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 283 

木  下 53ページ、15款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費交付金の備考欄、地 284 

域住宅計画に基づく事業１億6,314万1,000円、この内訳をお願いいたします。 285 

三吉課長補佐 地域住宅計画に基づく事業で１億6,314万1,000円の内訳を言います。 286 

 まず、公営住宅の整備事業費として１億5,682万円となっております。それと、 287 

住宅改修補助金として265万円となっております。それと、住みかえ支援事業の 288 

367万500円となっております。３つの事業の合計となっております。 289 

委 員 長 他に質疑ございますか。 290 

荒  木 １点目が70ページ、不動産売払収入、いつもの年だともうちょっと金額が大き 291 

いような気がするのですが、830万円ほどということでどういう内容、売れた物 292 

件の内容を教えてください。 293 

 それと、本当は売却したいのだけれども、売れないような物件で、28年度だけ 294 

ということではないのですけれども、そういう売り物件でもう塩漬けみたいに 295 

なっているような、そういうものがあれば教えてください。 296 

 それと、74ページ、延滞金加算金及び過料の1,000万円強の現年分と滞納繰り越 297 

し分の金額のご説明がございましたが、滞納繰り越し分の1,044万円だったか、 298 

一番多い税、多分固定資産税だと思うのですけれども、ちょっと特徴的なのを 299 

上位から２点ぐらいお願いします。 300 

秋山係長 まず、不動産の売払収入についての内訳をご説明させていただきます。まず、 301 

１つに道の駅たきかわ敷地の一部、以前の固有名詞を示しますとどんやという 302 

店舗があったところなのですが、ここが114万5,000円、次に旧滝の川保育所、 303 

ここが103万6,000円、３番目として新町１丁目の23平米の敷地で、コープさっ 304 

ぽろの区画内なのですが、19万2,000円、４番目に花月町３丁目、教員住宅のあ 305 

った敷地なのですが、ここが191万円、５番目に大町１丁目の旧ボーイスカウト 306 

会館、こちらが71万3,880円となっていまして、その次に本町２丁目の旧にぎわ 307 

い広場、こちらが333万3,000円となりまして、合計が832万9,880円となってお 308 
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ります。 309 

 続きまして、滝川市で市有していて、売りたいのだけれどもというところです 310 

が、基本的にホームページによりＰＲしている敷地としましては東町７丁目の 311 

シレニア大橋の南側の敷地約2,300平米となります。その次に、滝の川町西４丁 312 

目の見晴団地のすぐ北側の敷地、こちらが約2,700平米、３番目として扇町３丁 313 

目、バス通り沿いで市民ゴルフ場入り口付近の敷地がございますが、こちらが 314 

約1,700平米、続きまして有明町４丁目の旧西高の教員住宅が２棟ございますが、 315 

こちらの住宅についてのものとなっております。そのほか、ニュータウンせせ 316 

らぎ等の一般住宅の敷地２カ所分と中央工業団地の２区画分となっております。 317 

そのほか、旧森のかがく活動センター、旧国保病院もございますが、特殊な建 318 

物の仕様となっているため、お話があればその都度ご説明させていただいてお 319 

ります。市としましては、所有する必要のない需要のある遊休地や建物を売却 320 

いたしまして歳入を確保していることとしております。 321 

倉本係長 滞納繰り越し分の延滞金の内訳をお答えいたします。 322 

 まず、市民税、これが一番多くて496万8,652円、続きまして固定資産税489万2,090 323 

円となっております。 324 

荒  木 １点目だけ確認なのですが、詳細に売りたい土地というか、不動産のご説明が 325 

あって、認識としては土地開発公社から引き継いだ不動産が大半を占めるとい 326 

うような状況ではないということで確認してよろしいですか。 327 

秋山係長 この中では、ニュータウンせせらぎと中央工業団地が引き継いだものというこ 328 

とで確認をとっております。 329 

委 員 長 他に質疑ございますか。 330 

（なしの声あり） 331 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 332 

（異議なしの声あり） 333 

委 員 長 そのように決定いたします。 334 

 以上で歳入の質疑を終結いたします。 335 

 本日まで３日間質疑を行ってきましたが、市長に対する総括質疑はなしと確認 336 

してよろしいですか。 337 

（異議なしの声あり） 338 

委 員 長 確認いたしましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 339 

 これより休憩に入りますが、休憩中に書類審査を行っていただきます。再開は 340 

11時35分といたします。 341 

 なお、４月から６月の３カ月分の書類を用意しておりますが、そのほかの月の 342 

書類を希望される方は所管で準備をいたしますので、お申し出ください。 343 

 それでは、暫時休憩いたします。 344 

休  憩 １１：１５ 345 

再  開 １１：３５ 346 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 347 

 書類審査 348 

委 員 長 休憩中に書類審査をしていただきましたが、これに対する質疑はございますか。 349 

（なしの声あり） 350 

委 員 長 書類審査の質疑を終結いたします。 351 

 討論 352 
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委 員 長 これより討論に入ります。 353 

 討論の順番につきましては、委員会の初日に決定しているとおり、会派清新、 354 

会派みどり、新政会、公明党、日本共産党の順となります。 355 

 まず最初に、会派清新、荒木委員。 356 

荒  木 会派清新を代表し、第１決算審査特別委員会に付託されました平成28年度滝川 357 

市一般会計歳入歳出決算について認定を可とする立場で討論いたします。 358 

 まず初めに、深刻かつ厳しい地方財政が慢性化している状況の中、各種事業に 359 

取り組まれました市理事者、職員の皆様に心より敬意を表します。平成28年度 360 

は、滝川市財政健全化計画を推進する初年度としての事務事業の効率化に大変 361 

な努力をされたと認識をしております。振り返りますと、平成11年からの市職 362 

員給与の独自削減、職員数減を含む組織の大幅なスリム化、施設建設の精査や 363 

改廃、各種団体への補助金見直し等、本市では20年ほど前から一貫して行財政 364 

改革を行ってまいりました。細かな経費節減を積み上げながら、夢のある新た 365 

なまちづくりビジョンを市民に示すことは極めて大変なことと考えますが、さ 366 

らなるご努力をお願いするところです。以下に若干の意見を付します。 367 

 第１に、農業施策とその波及効果、とりわけ就農者の継続性と地元の農産物を 368 

活用した特産品開発と販売の拡大についてです。本市の地域資源である農業を 369 

守ること、そして人口減少対策として新たな産業づくりは期待される最大のポ 370 

イントと考えます。既存大手の製造業誘致が大変難しい状況であることから、 371 

新たな施策を含むさらなるお取り組みをお願いいたします。 372 

 第２に、中心市街地の空き店舗活用についてです。平成28年度に限らず、これ 373 

までの行政の取り組みは評価されるべきと考えます。ある意味活用を促すさま 374 

ざまな施策を打ってきたことから、現状で済んでいるとも言えます。空き店舗 375 

の流動化の阻害要因は、所有者、権利者の問題意識の欠如にあります。例えば 376 

雨漏り対策などを行わない中で貸し物件と表示するのは、私はその象徴と思わ 377 

れますので、建設躯体の最低限の補修基準を所有者に設けるなど、行えない場 378 

合にはさまざまな市の支援事業の除外対象規定を導入するべきと考えます。 379 

 第３に、小中学校の今後のあるべきビジョンについてです。少子化が想定以上 380 

に進んでいる現状から、統廃合は避けられないと考えます。子供たちの健全で 381 

強い心を育む成長を第一に考えておられる現在の方針を貫き、地域住民の方々 382 

に対して設置者たる行政の考えを今後も伝える努力をお願いしたいと思います。 383 

 第４に、ふるさと納税の推進についてです。本市の寄附額がふえるための取り 384 

組みを支持いたします。監督官庁の指導を無視することはできませんが、都市 385 

部への税財源偏在を少しでも解消できる歳入確保策をこれまで以上に推進して 386 

いただきたい。 387 

 最後に、結果として５億1,059万円の余剰を生じたことは、今年度の行政運営に 388 

とって大きな支障とならない決算となりましたが、他会計、企業会計への繰り 389 

出し額が基準を大きく超える事態になれば積み上げてきた行財政改革は生きな 390 

いということになります。今後も引き続き安全、安心な市民生活を送れるよう 391 

心からお願いし、討論といたします。 392 

委 員 長 次に、会派みどり、山本委員。 393 

山  本 会派みどりを代表して、第１決算審査特別委員会に付託されました認定第１号 394 

平成28年度滝川市一般会計歳入歳出決算の認定を可とする立場で、以下若干の 395 

意見、要望を付して討論といたします。 396 
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 厳しい財政運営が求められる中、財政健全化計画の着実な実行のため、各事業 397 

の見直しや新たな財源確保のために理事者や職員の取り組みに敬意を表します 398 

とともに、市民サービスが低下しないでさらなる事業の取捨選択に今後も努力 399 

することをお願いいたします。 400 

 歳入、さらなる人口減少が予想され、ふるさと納税を初め新たな財源確保を検 401 

討されたい。 402 

 歳出、１款議会費、議会改革が進む中、地方議員のなり手不足が予想され、対 403 

策を進める必要がある。 404 

 ２款総務費、効率的な行政運営と総合計画の着実な実現に努力願いたい。 405 

 ３款民生費、高齢化が進む中、介護、福祉等市民サービスの低下にならない範 406 

囲で効率的運営を求める。 407 

 ４款衛生費、各保険会計の繰り出し削減のため、さらなる市民への健康診断実 408 

施等の対策を求める。 409 

 ５款労働費、市民所得の向上のため正規雇用の増加対策を図られたい。 410 

 ６款農林業費、離農者の生まれない農業政策を図り、滝川農業の再構築を図ら 411 

れたい。 412 

 ７款商工費、３―３地区再開発後の中心市街地のさらなる活性化対策を構築願 413 

いたい。 414 

 ８款土木費、市道のさらなる徹底管理で夏、冬ともに快適な道路維持に努めら 415 

れたい。 416 

 ９款消防費、新庁舎完成を控え、さらなる市民の生命、財産を守る対策の徹底 417 

を望む。 418 

 10款教育費、子供の学力向上対策と低所得世帯児童への対策の充実を求めます。 419 

 11款公債費、さらなる市債縮小の努力をされたい。 420 

 13款職員費、事務の効率化を図り、市民サービスの低下を招かない範囲で職員 421 

定数の見直しを図られたい。 422 

 以上、会派みどりの討論といたします。 423 

委 員 長 次に、新政会、本間委員。 424 

本  間 新政会を代表し、第１決算審査特別委員会に付託されました認定第１号 平成 425 

28年度滝川市一般会計歳入歳出決算の認定について可とする立場で討論いたし 426 

ます。 427 

 人口減少と少子高齢化という課題を抱えながら、市民サービスの維持に向けて 428 

経費の節減と歳入の確保に取り組み、予算を有効かつ適切に執行することに全 429 

力を尽くされた理事者並びに職員に心からの敬意を表します。 430 

 滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略と滝川市財政健全化計画の初年度であ 431 

る平成28年度は、市政にとって今後の試金石になる年だと思います。将来に向 432 

けたまちづくりへの投資を積極的に行うためには、経常収支比率が97.3パーセ 433 

ントという硬直した状況から脱却し、安定的で持続可能な財政基盤の確立が求 434 

められます。市税収入の減少、交付税の減少、高齢化による歳出の増加など財 435 

政健全化に厳しい情勢の変化が予測される中で財政健全化計画の着実な達成は 436 

もちろんですけれども、平成28年度決算から学んだ上で計画に記載されていな 437 

いものについても事業の取捨選択やアウトソーシングなど施策を大胆に行うこ 438 

とが重要だと思います。 439 

 以上、職員一丸となったさらなる取り組みを求め、賛成討論といたします。 440 
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委 員 長 次に、公明党、三上委員。 441 

三  上 私は、公明党を代表し、第１決算審査特別委員会に付託されました平成28年度 442 

滝川市一般会計歳入歳出決算を可とする立場で討論いたします。 443 

 平成28年度は、滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略と財政健全化計画を着 444 

実に推し進めなければならない一年でありました。そのような状況下で事務事 445 

業の効率化を目指しながら、滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく 446 

事業を着実に推進されました理事者、職員の皆様に敬意を表したいと思います。 447 

特に事務事業の見直し、経費節減、自主財源の確保では、将来にわたる安定的 448 

な財政運営への第一歩であったと高く評価いたします。しかしながら、事業の 449 

費用対効果を考えるとき思い切った事業の取りやめも必要であると考えます。 450 

私は、ここ数年さまざまなイベントを通して、そこで懸命に汗を流しながら働 451 

く若い職員の皆さんに接することで滝川市の明るい未来を確信しました。市民 452 

の皆様にもこのことを知らせてまいりたいと思っております。今後ますます市 453 

民との協働のまちづくりが求められてまいりますが、そのことを訴えてまいり 454 

ます。 455 

委 員 長 最後に、日本共産党、舘内副委員長。 456 

副委員長 私は、日本共産党を代表し、平成29年第１決算審査特別委員会に付託されまし 457 

た平成28年度滝川市一般会計歳入歳出決算を可とする立場で討論を行います。 458 

 まず初めに、本決算年度の主な特徴としましては、財政健全化計画の推進によ 459 

り事務事業並びに組織や人件費の見直しが積極的に行われたことです。それに 460 

伴い市職員が一体となり、意識の向上が図られたと思われます。今後もさらな 461 

る改善を期待します。厳しい財政状況の中にありますが、市民の生活を第一に 462 

行政執行に当たられた市長、理事者、職員の皆様に敬意を表します。以下、若 463 

干の意見を付して討論といたします。 464 

 １款議会費、会議録作成業務を全て委託業者に頼むのではなく、他の業務量と 465 

の配分を考えながら事務局での作業に取り組まれ、委託料の削減に努力されま 466 

した。今後の議会事務局運営も限られた人員の中での効率的な業務改善に努め 467 

られたい。 468 

 ２款総務費、自動車の維持管理に要した経費については、総務課管理の59台に 469 

及ぶ自動車の維持管理は外部委託せずに管理や補修、修繕されていること、今 470 

後も継続された管理業務をしていただきたい。 471 

 ３款民生費、老齢人口が増加するとともに民生委員のなり手不足は、今後の安 472 

定した市民サービスのためには解決しなくてはならないと思われます。今後さ 473 

らに町内会などの団体に呼びかけ、各地域の民生委員の維持に積極的に行動さ 474 

れたい。 475 

 ４款衛生費、歯科検診事業、がん検診事業についての周知活動は積極的に行わ 476 

れ、市民が安心してサービスを受けられている環境が整備されている。今後も 477 

安定した事業運営をされたい。 478 

 ５款労働費、労働行政に要した経費については、労働に従事し、一旦労働環境 479 

から離れても再チャレンジできる環境が本市には整っていると思われます。今 480 

後も労働環境や職業訓練の場が市民に提示できるように努められたい。 481 

 ６款農林業費、担い手育成や青年就農に関して今後も事業が継続されるよう努 482 

められたい。 483 

 ７款商工費、商業振興対策、中心市街地活性化対策、商工業金融対策について、 484 
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開業を望む方々に優しい策を講じられていることは今後の本市の商店街や自営 485 

業者の活性化につながるものと思われるので、今後も積極的に努められたい。 486 

 ８款土木費、駅前広場整備事業については、新しい本市の玄関口としての機能 487 

が生かされたと思われます。また、道路整備、河川整備、また住みかえ促進に 488 

ついて今後も安定した事業運営に努められたい。 489 

 10款教育費、体育施設、まち自慢のパークゴルフ場の運営については、整備が 490 

順調に進められ、市民の期待の声が寄せられています。今後の安定した運営管 491 

理に努められたい。 492 

 以上、日本共産党の討論といたします。 493 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 494 

 討論要旨につきましては、整理して９月22日までに事務局へ提出をしてくださ 495 

い。 496 

 採決 497 

委 員 長 これより 498 

 認定第１号 平成28年度滝川市一般会計歳入歳出決算の認定について 499 

 採決をいたします。 500 

 本認定を可とすべきものと決することに異議ありませんか。 501 

（異議なしの声あり） 502 

委 員 長 異議なしと認めます。 503 

 よって、認定第１号は可とすべきものと決しました。 504 

 お諮りいたします。委員長報告につきましては、正副委員長にご一任願えます 505 

か。 506 

（異議なしの声あり） 507 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 508 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 509 

 挨拶 510 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 511 

市  長 それでは、委員長にお許しをいただきまして、本委員会が閉会するに当たりま 512 

して一言ご挨拶を申し上げます。 513 

 安樂委員長、舘内副委員長初め第１決算審査特別委員会委員各位におかれまし 514 

ては、本日までの３日間、本委員会に付託されました議案につきまして精力的 515 

に審査、ご議論いただきまして、そしてただいまはいずれも可とご認定いただ 516 

きましたことに心から感謝とお礼を申し上げる次第でございます。 517 

 本委員会において付託されました意見、また議論された内容につきましては十 518 

分に参考としながら、今後の財政健全化をしっかりと図りながらの行政運営に 519 

臨む所存でございますので、今後ともご指導のほどどうぞよろしくお願いいた 520 

します。まことにありがとうございました。 521 

委 員 長 12日から３日間、平成28年度一般会計歳入歳出の決算について皆さんにご審議 522 

いただき、各委員からは意欲的な質疑が出て、また理事者並びに職員の方々に 523 

は本当に懇切丁寧な答弁をいただき、円滑に委員会が進められたというふうに 524 

思っております。本当にありがとうございました。 525 

 以上で第１決算審査特別委員会を閉会いたします。 526 

 ご苦労さまでした。 527 

閉  会 １１：５２ 528 


